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平成25年 ふれあい祭
6月8日土 9日日
午前9：30～午後5：00

と　き 武生中央公園一円ところ 共催 ＪＡ越前たけふ
　　 (株)コープ武生

協賛 福井県民生協
協同組合ハニー

8 9 開催

8 9
「越前しきぶ姫」

■８日（土） 午後1：15～
■９日（日） 午後1：20～
　　　　　午後3：30～

ところ：越前市文化センター

■１回目 午前9：30～
■２回目 午後1：30～

JA年金受給感謝大会

観覧無料

■１回目
　午前10：30～
■２回目
　午後  3：30～

■午前10：00～午後1：15

■午後2：45～

キム・ヨンジャ
歌謡ショー
キム・ヨンジャ
歌謡ショー

アンパンマン
　　　キャラバン交通安全

2013

MAY
No.213

5

コウノトリが舞う里で
育まれたお米

ビンゴ大会
クイズ大会開催!!

お楽しみ賞品が
もりだくさん!!
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蓮
花
町･

源
相
野
町
）

林
　
　

義
和

（
小
野
町
）

大
平
　
　

正

寺
尾
　

福
造

（
上
黒
川
町
）

稲
葉
　
　

洋

奥
野
　

宏
樹

清
水
　

清
治

（
下
黒
川
町
）

生
田
　

正
一

生
田
　

健
一

（
安
養
寺
町
）

表
利
右
エ
門

上
野
　
　

博

小
山
　

雅
人

下
野
　

重
和

横
山
　

一
衛

薮
上
與
四
郎

竹
下
　

眞
一

西
田
　

正
滋

稲
場
　

茂
昭

山
野
長
太
郎

（
鴉
ヶ
平
町･

曽
原
町･

粟
野
町

）

中
井
　

幸
男

堀
江
　

照
夫

柴
田
美
津
夫

（
小
杉
町
）

酒
井
　

和
則

坂
下
　

正
機

（
牧
町
）橋

本
弥
登
志

（
若
須
町
）

霜
　
　

実
男

（
中
野
町･

萩
原
町
）

山
下
　

光
之

嶋
田
　

哲
男

〈
南
条
地
区
〉

（
東
大
道
）

布
川
　

浩
彦

加
藤
　

滋
和

中
村
　

浩
一

加
藤
　

幹
雄

平
野
　

秀
雄

（
西
大
道
）

小
川
　

浩
一

平
野
　

忠
男

谷
口
　

孝
行

岩
崎
　

美
憲

（
東
谷
）田

中
　

寿
一

田
中
喜
久
二

山
寺
　

幸
雄

（
清
水
）小

泉
　

太
八

高
木
　

喜
一

石
黒
　

義
彦

（
脇
本
）今

村
　

直
己

髙
木
　

茂
喜

今
村
　

博
之

寺
尾
　

義
信

（
島
・
日
野
）

嶋
崎
　

喜
一

坂
川
　

一
彦

（
上
平
吹
）

奥
村
　

隆
雄

平
澤
　

治
男

大
久
保
典
夫

（
鋳
物
師
）

諸
山
　

廣
多

小
林
　

貞
雄

田
中
　

敏
英

田
中
　

和
人

中
村
　

沢
一

山
本
　
　

優

（
下
牧
谷
）

宇
野
　

秋
夫

宮
地
　

哲
三

宮
地
　

勝
春

宮
地
　

清
作

（
上
牧
谷
）

関
　
　

祐
輔

関
　
　

善
明

川
﨑
　
　

晃

（
上
野
）森
　
　

道
幸

桂
木
　

義
照

熊
谷
　

勝
彦

森
　
　

明
弘

馬
渕
　

正
人

山
崎
清
右
エ
門

森
　
　

貴
之

笛
吹
　

邦
夫

笛
吹
　

一
昭

（
堂
宮
）嶋

田
　

良
弘

和
田
　

昌
広

（
金
粕
）橋

本
　

政
和

今
井
弥
州
雄

（
中
小
屋
）

澤
﨑
　

良
博

山
本
　

俊
憲

植
村
　

功
吉

兵
江
　

啄
雄

（
阿
久
和
）

川
崎
　
　

努

嶋
﨑
　

勝
輝

赤
澤
善
太
郎

和
田
　

保
男

（
鯖
波
）掃

部
　

祐
助

門
前
　

信
二

谷
﨑
　

嘉
勝

笛
吹
　
　

巧

（
奥
野
々
）

青
木
　

俊
昌

藤
木
　

幸
雄

藤
木
　

光
二

（
上
別
所
）

大
塚
　

和
治

井
上
　

隆
信

（
関
ヶ
鼻
）

井
上
　
　

実

〈
今
庄
地
区
〉

（
北
府
）落

井
　

恒
志

荒
木
　

忠
士

（
山
王
）森

下
　

義
信

松
浦
　
　

功

（
日
吉
）松

浦
三
樹
雄

出
口
　

英
雄

（
天
王
）井

坂
　
　

博

河
出
　

浩
喜

（
稲
荷
）山

口
　
　

巌

（
八
幡
）山

田
　

利
男

谷
口
　

晴
俊

（
旭
）

小
林　

悠            

川
上
　

寿
幸

城
野
　

庄
一

（
八
乙
女
）

赤
坂
　

伸
二

中
山
　

嘉
昭

細
川
　
　

進

（
燧
）

八
田
　

峰
男

山
際
　

脩
二

（
社
谷
）関

根
　

哲
雄

朝
倉
　

勇
二

（
久
喜
）水

上
　
　

忠

石
川
　

哲
司

（
長
沢
）藤

原
　

圀
男

（
馬
上
免
）

石
山
　

正
明

小
林
　

政
男

（
古
木
）大

塚
　
　

寛

田
中
　

靖
男

田
中
太
三
郎

辻
　
　

武
雄

山
田
　

一
男

（
上
温
谷
）

伊
藤
　

政
美

（
小
倉
谷
）

永
野
　

正
義

西
嶋
　

久
夫

小
林
　

泰
子

山
﨑
　

孝
一

（
瀬
戸
）安

藤
　

五
雄

伊
藤
　
　

求

紙
谷
　

孝
彦

（
杉
谷
）橋

本
　

英
樹

樫
原
　

智
弘

北
村
　

和
邦

（
杣
木
俣
）

青
木
　

昌
則

（
今
庄
）中

山
　

敏
幸

野
村
　

義
一

野
村
　

浩
治

鈴
木
　

愼
吾

（
南
今
庄
）

赤
田
　

利
博

赤
星
　
　

忠

（
下
新
道
）

嶋
田
　

宣
行

山
内
　

良
一

（
上
新
道
）

田
中
　

良
治

阿
津
川
昭
文

横
谷
　
　

忍

（
大
桐
）前

川
　

永
光

川
端
　

則
雄

（
二
ツ
屋
）

坂
本
　

和
彦

（
合
波
）川

﨑
　

敏
明

上
山
　
　

茂

竹
原
　

仲
成

（
大
門
）土

田
　

喜
計

竹
内
　

隆
幸

（
孫
谷
）赤

澤
　

政
明

中
澤
　
　

均

（
荒
井･

八
飯
）

市
村
　

隆
司

野
﨑
　

和
彦

藤
井
　

早
雄

赤
澤
　

健
一

（
宇
津
尾
）

岩
﨑
　
　

信

奥
田
キ
ク
ノ

幸
明
　

久
信

奥
田
　

一
雄

澤
﨑
　

義
一

（
橋
立
）高

嶋
　

政
和

堂
国
　

正
信

（
広
野
）野

村
　

正
和

野
﨑
　

岩
雄

　
　
　
　
　

〈
河
野
地
区
〉

（
大
谷
・
大
良
）

向
山
　

博
実

川
島
　
　

保

（
河
内
）麻

河
　
　

正

網
田
　

浩
淳

（
具
谷
）森

下
　

禎
一

山
本
家
治
郎

（
赤
萩
）橋

爪
　

健
一

橋
本
　

賢
作

村
岡
　

敬
一

（
河
野
）千

馬
　

仁
視

前
　
　

幹
雄

小
亀
　

悟
美

（
今
泉
）宮

下
　

忠
義

坂
口
　

俊
則

（
甲
楽
城
）

生
駒
　

一
義

橋
詰
　

正
明

大
倉
利
喜
夫

北
野
　

雄
二

清
水
　

美
征

藤
井
彦
四
郎

（
糠･

八
田･

杉
山
）

青
木
　

行
雄

大
下
　
　

彰

川
瀬
　
　

厳

黒
野
　

正
喜

向
瀬
　

義
則

向
瀬
　

利
昭

（
敬
称
略
）
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五
五
〇
人
の
新
総
代
が
決
ま
り
ま
し
た

平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
就
任
（
任
期
三
年
）

〈
武
生
地
区
〉

（
北
府
）藤

原
　

詮
高

稲
葉
　

清
志

（
平
出
）青

木
　

利
夫

河
合
　

雅
広

内
藤
　

祐
輔

（
上
市
）小

泉
　

憲
昭

（
姫
川
）大

柳
　

覚
行

〈
神
山
第
一
地
区
〉

（
三
ッ
口
町･

千
福
町
）

杉
原
　
　

寿

河
野
　

定
二

増
田
市
左
ェ
門

田
中
　

靖
夫

（
妙
法
寺
町
）

土
井
　

修
二

土
井
内
瑛
雄

（
高
瀬
町
）

辻
本
　

弥
朔

（
常
久
町
）

小
泉
　

義
博

（
行
松
町
）

山
本
　

勝
洋

武
田
　

頼
忠

（
松
森
町
）

山
本
　

俊
栄

大
橋
　

広
明

（
沢
町
）藤

坂
　

泰
治

（
岡
本
町
）

林
　
　

啓
次

田
中
　

文
丸

〈
神
山
地
区
〉

（
上
広
瀬
町
）

辻
岡
　
　

章

田
中
　

義
信

西
野
　

正
幸

安
井
　

清
美

西
出
　

和
男

中
村
　

孝
義

仲
野
　
　

隆

（
下
広
瀬
町
）

畠
中
　

崇
宏

仲
野
　

弘
一

丸
山
　

和
男

庭
本
　
　

稔

仲
野
　

豊
松

道
下
　

利
行

山
本
　

初
吉

庭
本
　

良
一

（
池
ノ
上
町
）

南
山
　

龍
雄

谷
口
　

直
彦

渡
辺
　

睦
夫

酒
井
西
二
郎

山
内
　

政
和

前
川
　

清
貴

増
田
　

豊
治

〈
吉
野
地
区
〉

（
本
保
町
）

河
野

和
廣

牧
野
　

信
行

田
中
　

良
一

（
片
屋
町
）

直
井
　

伍
平

上
野
　

利
雄

吉
田
　

和
典

吉
田
　

孝
義

上
野
　

敏
一

永
田
　

義
治

吉
田
　

勝
一

宮
川
　

正
信

（
氷
坂
町
）

佐
々
木
憲
治

永
宮
　

忠
義

（
余
田
町
）

竹
内
　

一
介

西
尾
　
　

寿

近
藤
　

健
二

田
邊
友
治
郎

増
田
冨
士
夫

福
塚
　

光
徳

仲
北
　

敏
和

（
家
久
町
）

竹
内
　

政
治

藤
岡
　

豊
吉

大
村
　

美
樹

岸
本
　

和
秀

長
谷
川
久
江

水
野
　

健
雄

長
谷
川
淳
一

増
田
太
左
衛
門

梅
田
　

一
雄

中
西
　

眞
三

（
芝
原
町
）

平
井
　

忠
則

石
田
　

秀
雄

〈
国
高
地
区
〉

（
村
国
一･

二
）

中
野
　

昭
一

坂
下
　

信
之

辻
本
　

介
一

堀
井
　

敬
三

（
村
国
三
）

北
畑
　
　

茂

松
原
　

一
男

村
上
　

重
明

（
八
幡
町
）

北
畑
　

豊
彦

北
畑
　

丈
助

（
押
田
町
）

坂
崎
吉
三
郎

（
横
市
町
）

嵯
峨
　

茂
男

飛
田
　

宏
道

三
好
　

雅
俊

山
田
　

哲
弘

吉
田
　

幸
男

（
庄
町
）片

岡
　

健
三

片
岡
　

拓
美

（
塚
町
）井

上
　

幹
夫

小
形
　

弘
道

小
形
矢
佐
次

片
岡
　

秀
雄

片
岡
不
二
夫

（
国
高
三
）

吉
田
　

匤
宏

（
馬
上
免
町
）

北
畑
　

繁
喜

（
稲
寄
町
）

吉
田
　

健
秀

吉
田
　

利
夫

吉
田
　

雅
和

（
瓜
生
町
）

田
辺
　

伊
市

兵　

勝

堀
川
　

覚
年

三
田
村
善
衛

舘
　
　

昭
夫

吉
田
　
　

正

吉
田
　

輝
雄

（
高
木
町
）

上
木
　
　

巧

上
木
　

智
之

遠
藤
　
　

隆

窪
田
　

清
和

田
中
　

久
輝

塚
崎
　

勇
夫

塚
崎
　

岩
雄

塚
崎
　
　

修

塚
崎
　

卓
美

〈
大
虫
地
区
〉

（
大
虫
町
）

山
田
　

照
二

永
崎
　

邦
夫

土
谷
　

義
晴

宮
川
　

勝
秀

仲
山
　
　

榮

永
崎
　

秀
男

永
坂
　

隆
志

奥
山
　

義
一

奥
山
　

一
美

（
大
虫
本
町
）

三
好
　

敏
高

芹
川
　
　

睦

斉
藤
　

利
春

宗
倉
　

増
愛

伊
藤
　

正
視

（
上
四
目
町
）

伊
藤
　

則
雄

用
田
　

俊
一

（
下
四
目
町
）

田
辺
　

輝
雄

田
中
　

文
造

（
高
森
町
）

田
中
喜
代
栄

菱
川
新
一
郎

（
丹
生
郷
町
）

菱
川
　
　

守

上
嶋
　

道
雄

（
三
ツ
俣
町
）

奥
山

龍
夫

奥
山

則
男

（
横
根
町
）

柿
本
　

伍
市

（
北
山
町
）

佐
々
木
　

茂

五
十
嵐
敏
雄

嵐
　
　

政
彦

長
谷
川
孝
幸

（
上
太
田
町
）

大
久
保
武
夫

岩
田
　

良
司

大
久
保
栄
一

（
下
太
田
町
）

久
野
半
左
衛
門

（
新
保
町
）

三
好
　

利
光

前
澤
　

治
彦

前
澤
　

健
郎

（
小
松
町･

新
町
）

岡
川
　

正
明

前
田
　

孝
男

〈
坂
口
地
区
〉

（
中
津
原
町
）

谷
口
　

諒
一

野
村
　

孝
雄

浅
井
　

東
治

（
下
中
津
原
町
）

脇
坂
　

真
治

藤
木
　

保
男

谷
口
　

正
彦

（
下
別
所
町
）

谷
川
　
　

治

（
湯
谷
町
）

山
本
　

幸
男

田
中
　

和
夫

（
勾
当
原
町
）

川
端
　

義
照

仁
木
　

昭
次

高
木
　

幸
廣

（
中
山
町
）

宮
川
　
　

信

内
山
　

久
信

〈
王
子
保
地
区
〉

（
四
郎
丸
町
）

石
田
登
志
美

山
本
順
一
郎

山
本
　

和
秀

大
橋
　

伸
安

山
本
　

高
二

（
塚
原
町
）

長
谷
川
長
治
郎

川
口
　

義
弘

（
白
崎
町
）

川
口
　

米
士

岡
崎
　

弘
宜

小
泉
　
　

哲

上
良
　

康
夫

高
橋
　

明
弘

小
泉
　

義
孝

（
春
日
野
町
）

榎
　
　

泰
章

榎
　
　

光
広

吉
田
　

節
夫

（
今
宿
町
）

落
井
　

治
朗

北
紺
　

清
信

鈴
木
　

隆
男

藤
木
　
　

満

（
国
兼
町
）

高
橋
　

茂
則

出
口
　

義
和

出
口
　

秀
夫

出
口
　
　

武

山
口
　

重
和

（
大
塩
町
）

大
友
　

俊
雄

吉
田
三
千
寛

橋
本
　

政
夫

高
山
　

利
通

山
影
　

良
信

（
上
小
松
町
）

水
上
　

洋
一

（
森
久
町
）

谷
口
喜
代
士

藤
木
　

正
治

（
瓜
生
野
町
）

水
上
千
代
治

（
中
平
吹
町
）

近
藤
　

数
信

佐
治
　

卯
門

佐
治
　

直
哉

青
木
　

喜
雄

三
田
村
幸
一

三
田
村
　

庵

（
下
平
吹
町
）

神
門
　

和
人

三
田
村
嘉
則

〈
北
新
庄
地
区
〉

（
北
町
）岩

尾
　

信
治

上
島
　

鉄
雄

上
田
　

甚
一

小
柳
茂
兵
衛

加
藤
与
三
郎

片
岡
　

耕
治

久
島
　
　

誠

佐
々
木
幸
治

福
岡
　

廣
一

八
木
　

英
行

八
木
　

幸
夫

（
杉
崎
町
）

宮
下
　

巧
一

宮
本
　
　

茂

明
城
　

修
一

（
真
柄
町
）

長
谷
川
照
幸

牧
田
　
　

進

明
城
　

辰
彦

明
城
　

政
之

（
戸
谷
町
）

恵
美
　

辰
實

中
西
　

育
生

林
　
　

隆
章

林
　
　

義
昭

福
岡
　

達
夫

（
長
尾
町
）

玉
村
　

正
晴

岡
田
　

朋
宏

（
中
新
庄
町
）

市
川
　

一
美

市
川
　

武
夫

宇
熊
　

良
則

田
地
　

和
彦

中
條
　

健
一

中
條
　

正
一

夏
梅
　
　

強

福
嶋
　

由
之

（
三
ツ
屋
町
）

納
村
　

清
和

納
村
　

正
博

納
村
　

泰
司

〈
北
日
野
地
区
〉

（
矢
放
町
）

橋
本
　

良
宏

橋
本
　

勝
利

川
端
與
司
信

（
帆
山
町
）

土
田
　

昭
男

山
内
　

久
嗣

（
矢
船
町
）

上
坂
半
右
衞
門

野
村
　

宗
雄

（
向
新
保
町
）

増
永
　

治
男

増
永
　

曽
平

（
畑
町
）川

﨑
　

祐
治

山
口
　

治
一

（
小
野
谷
町
）

玉
村
　

太
一

松
村
　

光
男

杉
本
　
　

悟

杉
本
　

輝
彦

（
西
谷
町
）

笠
島
　

幸
一

（
荒
谷
町
）

松
原
　

征
夫

（
平
林
町
）

蓑
輪
　

一
男

大
塚
　

善
治

大
塚
美
智
雄

大
塚
清
二
郎

（
庄
田
町
）

北
川
　

政
雄

川
嶋
　

和
作

河
端
　

義
三

（
大
手
町
）

飯
塚
　
　

正

（
西
尾
町
）

山
形
　

秀
幸

高
島
　

建
己

西
川
　

敏
幸

河
端
　

英
憲

玉
川
　

栄
一

山
本
　

重
克

北
野
　

辰
彦

（
岩
内
町
）

川
崎
誠
太
郎

牧
田
　

富
二

岸
本
　

善
一

竹
内
　

哲
雄

（
大
屋
町
）

坂
野
　

健
一

山
田
　

正
弘

平
井
　
　

博

坂
野
　

憲
男

北
野
重
太
郎

（
葛
岡
町
）

長
谷
川
浩
之

〈
味
真
野
地
区
〉

（
入
谷
町
）

鈴
木
　

勲
夫

橋
本
　

良
一

坂
井
　

俊
也

（
中
居
町
）

谷
崎
　

義
弘

宮
本
　

重
治

飯
田
　

広
幸

紙
屋
　

憲
和

（
蓑
脇
町
）

畠
山
重
左
久

畠
山
　
　

剛

畠
山
　

忠
良

萩
原
　

惣
一

（
檜
尾
谷
町
）

蓑
輪
　

貞
彦

佐
々
木
久
幸

（
余
川
町
）

三
田
村
範
幸

麹
　
　

利
之

宮
本
　

康
男

（
池
泉
町
）

渋
谷
喜
久
雄

池
田
　

幸
雄

（
上
文
室
町
）

石
塚
　

尚
徳

石
橋
　

孝
夫

（
下
文
室
町
）

橋
本
　

光
治

山
本
與
志
夫

竹
山
　

哲
雄

（
萱
谷
町
）

木
下
喜
久
雄

清
水
　

富
江

（
上
大
坪
町･

味
真
野
町
）

竹
内
　

弘
一

増
田
　

義
治

（
小
山
町
）

三
田
村
俊
行

三
田
村
義
昭

三
田
村
正
継

（
吉
村
町
）

伊
吹
　

博
道

（
五
分
市
町
）

齋
藤
　

宣
昶

宇
野
　

孝
恵

堂
後
　

和
夫

髙
坂
　

憲
治

（
清
水
頭
町
）

紙
屋
仲
右
衛
門

（
上
真
柄
町
）

玉
崎
　

清
二

（
徳
間
町
）

玉
村
　

髙
也

玉
村
喜
代
治

（
口
宮
谷
町
）

辻
　
　

俊
和

市
川
　

三
郎

（
奥
宮
谷
町
）

玉
村
　

和
夫

玉
村
　

正
夫

玉
村
　

清
憲

〈
白
山
地
区
〉

（
都
辺
町･

上
杉
本
町
）

恒
本
　

錦
一

奥
出
　
　

昇

（
二
階
堂
町
）

宮
崎
　

博
史

（
千
合
谷
町
）

谷
口
　
　

實

小
林
　

一
男

（
菖
蒲
谷
町
）

田
辺
　

勝
繁

（
堀
町
）黒

田
　

誠
毅

（
土
山
町
）

東
　
　

一
夫

西
谷
　
　

啓

（
安
戸
町･

菅
町
）

宇
都
宮
末
己

（
米
口
町
）

野
口
　
　

稔

山
口
　
　

強

（
丸
岡
町
）

大
西
　

浩
之

山
腰
　
　

進

前
野
　

光
正

山
岸
　
　

健

（
沓
掛
町･

日
の
向
町
）

清
水
端
　

明

（
勝
蓮
花
町･

源
相
野
町
）

林
　
　

義
和

（
小
野
町
）

大
平
　
　

正

寺
尾
　

福
造

（
上
黒
川
町
）

稲
葉
　
　

洋

奥
野
　

宏
樹

清
水
　

清
治

（
下
黒
川
町
）

生
田
　

正
一

生
田
　

健
一

（
安
養
寺
町
）

表
利
右
エ
門

上
野
　
　

博

小
山
　

雅
人

下
野
　

重
和

横
山
　

一
衛

薮
上
與
四
郎

竹
下
　

眞
一

西
田
　

正
滋

稲
場
　

茂
昭

山
野
長
太
郎

（
鴉
ヶ
平
町･

曽
原
町･

粟
野
町

）

中
井
　

幸
男

堀
江
　

照
夫

柴
田
美
津
夫

（
小
杉
町
）

酒
井
　

和
則

坂
下
　

正
機

（
牧
町
）橋

本
弥
登
志

（
若
須
町
）

霜
　
　

実
男

（
中
野
町･

萩
原
町
）

山
下
　

光
之

嶋
田
　

哲
男

〈
南
条
地
区
〉

（
東
大
道
）

布
川
　

浩
彦

加
藤
　

滋
和

中
村
　

浩
一

加
藤
　

幹
雄

平
野
　

秀
雄

（
西
大
道
）

小
川
　

浩
一

平
野
　

忠
男

谷
口
　

孝
行

岩
崎
　

美
憲

（
東
谷
）田

中
　

寿
一

田
中
喜
久
二

山
寺
　

幸
雄

（
清
水
）小

泉
　

太
八

高
木
　

喜
一

石
黒
　

義
彦

（
脇
本
）今

村
　

直
己

髙
木
　

茂
喜

今
村
　

博
之

寺
尾
　

義
信

（
島
・
日
野
）

嶋
崎
　

喜
一

坂
川
　

一
彦

（
上
平
吹
）

奥
村
　

隆
雄

平
澤
　

治
男

大
久
保
典
夫

（
鋳
物
師
）

諸
山
　

廣
多

小
林
　

貞
雄

田
中
　

敏
英

田
中
　

和
人

中
村
　

沢
一

山
本
　
　

優

（
下
牧
谷
）

宇
野
　

秋
夫

宮
地
　

哲
三

宮
地
　

勝
春

宮
地
　

清
作

（
上
牧
谷
）

関
　
　

祐
輔

関
　
　

善
明

川
﨑
　
　

晃

（
上
野
）森
　
　

道
幸

桂
木
　

義
照

熊
谷
　

勝
彦

森
　
　

明
弘

馬
渕
　

正
人

山
崎
清
右
エ
門

森
　
　

貴
之

笛
吹
　

邦
夫

笛
吹
　

一
昭

（
堂
宮
）嶋

田
　

良
弘

和
田
　

昌
広

（
金
粕
）橋

本
　

政
和

今
井
弥
州
雄

（
中
小
屋
）

澤
﨑
　

良
博

山
本
　

俊
憲

植
村
　

功
吉

兵
江
　

啄
雄

（
阿
久
和
）

川
崎
　
　

努

嶋
﨑
　

勝
輝

赤
澤
善
太
郎

和
田
　

保
男

（
鯖
波
）掃

部
　

祐
助

門
前
　

信
二

谷
﨑
　

嘉
勝

笛
吹
　
　

巧

（
奥
野
々
）

青
木
　

俊
昌

藤
木
　

幸
雄

藤
木
　

光
二

（
上
別
所
）

大
塚
　

和
治

井
上
　

隆
信

（
関
ヶ
鼻
）

井
上
　
　

実

〈
今
庄
地
区
〉

（
北
府
）落

井
　

恒
志

荒
木
　

忠
士

（
山
王
）森

下
　

義
信

松
浦
　
　

功

（
日
吉
）松

浦
三
樹
雄

出
口
　

英
雄

（
天
王
）井

坂
　
　

博

河
出
　

浩
喜

（
稲
荷
）山

口
　
　

巌

（
八
幡
）山

田
　

利
男

谷
口
　

晴
俊

（
旭
）

小
林　

悠            

川
上
　

寿
幸

城
野
　

庄
一

（
八
乙
女
）

赤
坂
　

伸
二

中
山
　

嘉
昭

細
川
　
　

進

（
燧
）

八
田
　

峰
男

山
際
　

脩
二

（
社
谷
）関

根
　

哲
雄

朝
倉
　

勇
二

（
久
喜
）水

上
　
　

忠

石
川
　

哲
司

（
長
沢
）藤

原
　

圀
男

（
馬
上
免
）

石
山
　

正
明

小
林
　

政
男

（
古
木
）大

塚
　
　

寛

田
中
　

靖
男

田
中
太
三
郎

辻
　
　

武
雄

山
田
　

一
男

（
上
温
谷
）

伊
藤
　

政
美

（
小
倉
谷
）

永
野
　

正
義

西
嶋
　

久
夫

小
林
　

泰
子

山
﨑
　

孝
一

（
瀬
戸
）安

藤
　

五
雄

伊
藤
　
　

求

紙
谷
　

孝
彦

（
杉
谷
）橋

本
　

英
樹

樫
原
　

智
弘

北
村
　

和
邦

（
杣
木
俣
）

青
木
　

昌
則

（
今
庄
）中

山
　

敏
幸

野
村
　

義
一

野
村
　

浩
治

鈴
木
　

愼
吾

（
南
今
庄
）

赤
田
　

利
博

赤
星
　
　

忠

（
下
新
道
）

嶋
田
　

宣
行

山
内
　

良
一

（
上
新
道
）

田
中
　

良
治

阿
津
川
昭
文

横
谷
　
　

忍

（
大
桐
）前

川
　

永
光

川
端
　

則
雄

（
二
ツ
屋
）

坂
本
　

和
彦

（
合
波
）川

﨑
　

敏
明

上
山
　
　

茂

竹
原
　

仲
成

（
大
門
）土

田
　

喜
計

竹
内
　

隆
幸

（
孫
谷
）赤

澤
　

政
明

中
澤
　
　

均

（
荒
井･

八
飯
）

市
村
　

隆
司

野
﨑
　

和
彦

藤
井
　

早
雄

赤
澤
　

健
一

（
宇
津
尾
）

岩
﨑
　
　

信

奥
田
キ
ク
ノ

幸
明
　

久
信

奥
田
　

一
雄

澤
﨑
　

義
一

（
橋
立
）高

嶋
　

政
和

堂
国
　

正
信

（
広
野
）野

村
　

正
和

野
﨑
　

岩
雄

　
　
　
　
　

〈
河
野
地
区
〉

（
大
谷
・
大
良
）

向
山
　

博
実

川
島
　
　

保

（
河
内
）麻

河
　
　

正

網
田
　

浩
淳

（
具
谷
）森

下
　

禎
一

山
本
家
治
郎

（
赤
萩
）橋

爪
　

健
一

橋
本
　

賢
作

村
岡
　

敬
一

（
河
野
）千

馬
　

仁
視

前
　
　

幹
雄

小
亀
　

悟
美

（
今
泉
）宮

下
　

忠
義

坂
口
　

俊
則

（
甲
楽
城
）

生
駒
　

一
義

橋
詰
　

正
明

大
倉
利
喜
夫

北
野
　

雄
二

清
水
　

美
征

藤
井
彦
四
郎

（
糠･

八
田･

杉
山
）

青
木
　

行
雄

大
下
　
　

彰

川
瀬
　
　

厳

黒
野
　

正
喜

向
瀬
　

義
則

向
瀬
　

利
昭

（
敬
称
略
）
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新農家組合長のみなさんです平成25年度 219名の

【
敬
称
略
】

武
生
地
区

神
山
第
一
地
区

国
高
地
区

坂
口
地
区

王
子
保
地
区

北
新
庄
地
区

北
日
野
地
区

大
虫
地
区

神
山
地
区

吉
野
地
区

味
真
野
地
区

白
山
地
区

南
条
地
区

今
庄
地
区

河
野
地
区

北
府

平
出

上
市

姫
川

高
瀬

常
久
町

松
森
町

行
松
町

妙
法
寺
町

三
ツ
口
町

千
福
町

沢
町

岡
本
町

上
広
瀬

下
広
瀬

池
ノ
上
町

本
保
町

片
屋
町

氷
坂
町

余
田
町

家
久
町（
西
）

家
久
町（
東
）

芝
原

村
国
一
丁
目

村
国
二
丁
目

村
国
三
丁
目

八
幡

押
田

横
市
町

庄
町

塚
町

国
高
三
丁
目

馬
上
免
町

稲
寄
町

瓜
生
町

高
木
町（
上
）

高
木
町（
下
）

大
虫
町

大
虫
本
町

上
四
目
町

下
四
目
町

高
森
町

丹
生
郷
町

三
ツ
俣
町

横
根
町

北
山
町

上
太
田
町

下
太
田
町

新
保
町

新
町

小
松

中
津
原
町

下
中
津
原
町

下
別
所
町

勾
当
原
町

湯
谷
町

中
山
町

四
郎
丸
町

塚
原
町

白
崎
町

春
日
野
町

国
兼
町

大
塩
町

上
小
松
町

森
久
町

瓜
生
野
町

中
平
吹
町

下
平
吹
町

北
町

杉
崎
町

真
柄
町

戸
谷
町

長
尾
町

中
新
庄
町

三
ツ
屋
町

矢
放
町

帆
山
町

矢
船
町

向
新
保
町

畑
町

小
野
谷
町

西
谷
町

荒
谷
町

平
林
町

庄
田
町

大
手
町

西
尾
町

岩
内
町

大
屋
町

葛
岡
町

入
谷
町

中
居
町

蓑
脇
町

桧
尾
谷
町

余
川
町

池
泉
町

上
文
室

下
文
室

萱
谷
町

上
大
坪
町

味
真
野
町

小
山

吉
村

五
分
市
町

若
宮

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷

奥
宮
谷

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
町

安
戸
町

米
口
町

丸
岡
町

沓
掛

勝
蓮
花
町

小
野
町

新
小
野

上
黒
川

下
黒
川

安
養
寺
町

曽
原
町

粟
野
町

小
杉
町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡

旭八
乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

稲

葉

清

志

谷

川

昭

二

田

中　

泰

扇

谷

宏

之

田

中

由

巳

小

泉

義

博

山

本

俊

栄

山

本

勝

洋

土
井
内 

瑛 

雄

杉
原　
　

寿

田

中

秀

和

藤

坂

泰

治

林　

啓

次

谷

下　

巧

松

本

幸

雄

川

津

豊

春

庭
　

本
　

良
　

一

岡
　

田
　

勘
　

一

畠

中

崇

宏

南 

山 

金
七
郎

増

田

寿

男

前

川

清

貴

河

野

和

廣

吉

田

和

典

清

明

高

範

北

村

一

幸

西

尾　

壽

仲

北

敏

和

藤

岡

俊

美

白
　

崎
　

孝
　

一

長
谷
川
　
　
　

清

中

西

眞

三

平

井

和

夫

中
　

野
　

昭
　

一

土

本

俊

三

北

畑　

茂

北

畑

丈

助

坂
　

崎
　

吉
三
郎

三

好

雅

俊

片

岡

拓

美

小

形

弘

道

尾
熨
斗
　

啓
　

三

北

畑

吉

弘

吉

田

晶

豪

三
田
村
　

弥
寿
雄

清
　

水
　

小
藤
治

上

木

敏

郎

永

坂

敏

実

宮

森

正

信

高

木

邦

博

伊

藤

和

夫

青

木

秀

雄

田

中

悦

見

高

田

義

範

奥

山

市

朗

柿

本

伍

市

五
十
嵐
　

敏
　

雄

大
久
保
　

裕
　

司

久
野
　

半
左
衛
門

前

澤

宏

保

前

田

孝

男

岡

川

正

明

谷

橋

善

規

北
　

山
　

幸
　

一

谷

川　

治

坂
　

東
　

啓
　

一

加

藤

新

治

宮

川

清

治

大
　

橋
　

広
之
進

山
　

本
　

順
一
郎

中

西

時

枝

小

泉

義

孝

岡

崎

弘

宜

榎　

光

広

出

口　

武

高

橋

一

吉

谷

口

和

徳

笠

島

秀

信

水

上

博

美

谷

口　

勉

水
　

上
　

千
代
治

青

木

喜

雄

佐

治

卯

門

三
田
村
　

嘉
　

則

加
　

藤
　

与
三
郎

片

岡

彰

博

青
　

木
　

與
志
美

佐
々
木
　

良
　

博

関

本

康

行

牧

田　

進

福

岡

雄

治

水

口　

泉

玉

村

勝

弘

福

島

章

彦

中
　

條
　

與
志
一

尾

形

茂

盛

佐
　

野
　

憲
　

一

山

内

修

二

川

崎

正

人

増

永

仙

作

西

山

和

秀

杉

本

輝

彦

笠

嶋

龍

夫

石

本

孝

信

大

塚

秀

樹

河

端

義

三

飯

塚

義

信

河

端

達

男

牧

田

年

夫

坂
　

野
　

健
　

一

岸
　

本
　

喜
　

一

岸 

梅 

與
志
弘

孝

治

太

士

山
　

口
　

義
　

一

山

本

善

治

渋

谷

雅

善

橋

詰

實

雄

石
　

塚
　

巧
　

一

坂

永　

覚

清
　

水
　

庄
　

一

土

本

英

雄

増

田

義

治

佐
々
木 

　

勉

高

坂

政

和

松

村

清

造

川 

井 

儀
一
朗

梅

田

正

治

玉

村

嘉

男

辻　

俊

和

山

口

政

幸

恒

本

明

勇

宮

崎

博

史

谷
　

口
　

順
　

一

丸

田

数

男

島

田

雅

彦

山

口

勝

巳

宇
都
宮 

末 

巳

山

口　

強

中

西

雅

信

前　

一

志

山

口

光

男

寺

尾

忠

保

寺

尾

福

造

奥

野

宏

樹

生
　

田
　

正
　

一

藪
　

上
　

與
四
郎

稲

場

茂

昭

野

口

千

治

中

井

清

春

佐

野

政

夫

橋
　

本
　

弥
登
志

瀧

見

俊

行

石

田

正

秀

山
　

口
　

喜
久
雄

時

岡　

伸

布
　

川
　

洋
　

一

平

野

忠

男

田

中

昌

幸

高

橋　

静

今

村

博

之

坂

川

一

彦

平

澤

敏

裕

片

山

明

則

関　

政

夫

関　

祐

輔

細

井

藤

宏

嶋

田

良

弘

岩
　

崎
　

健
　

一

谷

口

和

博

勝

見

信

昭

佐

藤

秀

雄

上

良

一

夫

井

上

隆

信

澤

崎

輝

男

落

井

恒

志

本

多　

進

出

口

英

雄

山

口

重

滋

山

本　

茂

山

口

文

男

城
　

野
　

庄
　

一

澤

田

政

男

野

村

裕

二

朝

倉

正

博

喜
　

村
　

喜
代
治

藤

原　

慎

小

林

義

英

辻　

武

雄

伊

藤

政

美

永

野

正

義

安
　

藤
　

誠
　

一

辻　
　
　

淳

森

崎

輝

男

野
　

村
　

義
　

一

中

山

敏

幸

鈴

木

慎

吾

糀

谷

敏

春

田

嶋

秀

夫

田

中

利

治

大

悟

光

順

高

野

敬

士

川

崎

敏

明

飯

田

純

康

中

澤

幸

三

市

村

隆

司

赤
　

澤
　

健
　

一

坊

田

哲

雄

藤

原　

堅

野

村

悟

志

向

山　

貢

中

野　

進

寺

前

衛

治

森
　

下
　

禎
　

一

橋
　

爪
　

健
　

一

小

亀

悟

美

浜

野

好

巳

藤
　

井
　

彦
四
郎

大

下　

彰

道

場

三

郎
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新農家組合長のみなさんです平成25年度 219名の

【
敬
称
略
】

武
生
地
区

神
山
第
一
地
区

国
高
地
区

坂
口
地
区

王
子
保
地
区

北
新
庄
地
区

北
日
野
地
区

大
虫
地
区

神
山
地
区

吉
野
地
区

味
真
野
地
区

白
山
地
区

南
条
地
区

今
庄
地
区

河
野
地
区

北
府

平
出

上
市

姫
川

高
瀬

常
久
町

松
森
町

行
松
町

妙
法
寺
町

三
ツ
口
町

千
福
町

沢
町

岡
本
町

上
広
瀬

下
広
瀬

池
ノ
上
町

本
保
町

片
屋
町

氷
坂
町

余
田
町

家
久
町（
西
）

家
久
町（
東
）

芝
原

村
国
一
丁
目

村
国
二
丁
目

村
国
三
丁
目

八
幡

押
田

横
市
町

庄
町

塚
町

国
高
三
丁
目

馬
上
免
町

稲
寄
町

瓜
生
町

高
木
町（
上
）

高
木
町（
下
）

大
虫
町

大
虫
本
町

上
四
目
町

下
四
目
町

高
森
町

丹
生
郷
町

三
ツ
俣
町

横
根
町

北
山
町

上
太
田
町

下
太
田
町

新
保
町

新
町

小
松

中
津
原
町

下
中
津
原
町

下
別
所
町

勾
当
原
町

湯
谷
町

中
山
町

四
郎
丸
町

塚
原
町

白
崎
町

春
日
野
町

国
兼
町

大
塩
町

上
小
松
町

森
久
町

瓜
生
野
町

中
平
吹
町

下
平
吹
町

北
町

杉
崎
町

真
柄
町

戸
谷
町

長
尾
町

中
新
庄
町

三
ツ
屋
町

矢
放
町

帆
山
町

矢
船
町

向
新
保
町

畑
町

小
野
谷
町

西
谷
町

荒
谷
町

平
林
町

庄
田
町

大
手
町

西
尾
町

岩
内
町

大
屋
町

葛
岡
町

入
谷
町

中
居
町

蓑
脇
町

桧
尾
谷
町

余
川
町

池
泉
町

上
文
室

下
文
室

萱
谷
町

上
大
坪
町

味
真
野
町

小
山

吉
村

五
分
市
町

若
宮

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷

奥
宮
谷

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
町

安
戸
町

米
口
町

丸
岡
町

沓
掛

勝
蓮
花
町

小
野
町

新
小
野

上
黒
川

下
黒
川

安
養
寺
町

曽
原
町

粟
野
町

小
杉
町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡

旭八
乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

稲

葉

清

志

谷

川

昭

二

田

中　

泰

扇

谷

宏

之

田

中

由

巳

小

泉

義

博

山

本

俊

栄

山

本

勝

洋

土
井
内 

瑛 

雄

杉
原　
　

寿

田

中

秀

和

藤

坂

泰

治

林　

啓

次

谷

下　

巧

松

本

幸

雄

川

津

豊

春

庭
　

本
　

良
　

一

岡
　

田
　

勘
　

一

畠

中

崇

宏

南 

山 

金
七
郎

増

田

寿

男

前

川

清

貴

河

野

和

廣

吉

田

和

典

清

明

高

範

北

村

一

幸

西

尾　

壽

仲

北

敏

和

藤

岡

俊

美

白
　

崎
　

孝
　

一

長
谷
川
　
　
　

清

中

西

眞

三

平

井

和

夫

中
　

野
　

昭
　

一

土

本

俊

三

北

畑　

茂

北

畑

丈

助

坂
　

崎
　

吉
三
郎

三

好

雅

俊

片

岡

拓

美

小

形

弘

道

尾
熨
斗
　

啓
　

三

北

畑

吉

弘

吉

田

晶

豪

三
田
村
　

弥
寿
雄

清
　

水
　

小
藤
治

上

木

敏

郎

永

坂

敏

実

宮

森

正

信

高

木

邦

博

伊

藤

和

夫

青

木

秀

雄

田

中

悦

見

高

田

義

範

奥

山

市

朗

柿

本

伍

市

五
十
嵐
　

敏
　

雄

大
久
保
　

裕
　

司

久
野
　

半
左
衛
門

前

澤

宏

保

前
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エダマメ 原産地：中国
［果菜類・マメ科］　

ダイズを未熟な若豆の状態で収穫し、利用するときの名称で、起源は江戸時代
の 17 世紀末とされます。タンパク質やビタミンＢ１･Ｂ２の他、カリウムなどの無
機質も豊富で、栄養価が充実した健康食材として知られています。
幅広い土壌適応性を有しますが、早どりには砂質の地温が上がりやすいところ、
夏どりで優品を得るには重粘な土壌（保水力のある重い土）で、水分の多いところ
が好適です。
栽培時期による品種選びに注意し、近年害虫の被害が増えてきているので、連
作は避けるようにします。収穫の適期幅はきわめて狭いので、全果の熟度をよく
見てとり遅れないようにしましょう。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

早どり栽培（育苗）

早どり栽培

遅どり栽培

●
■
□

種まき
植えつけ
収穫

栽培のポイント

栽培カレンダー

今月は

家の光協会発行図書「イラストでわかる  やさしい野菜づくり」（著：坂木利隆）より

栽培方法

「やさしい野菜づくり」

イラストだから、栽培手順
や成功のコツがひと目で
わかる。

板木利隆 著　家の光協会

❶畑の準備

❷種まき（じかまきの場合）

❸苗づくり（セル成型苗の場合） ❹植えつけ

❺土寄せ

❻追肥

❼摘芯

❽病害虫対策

❾収穫

連作は避ける

１か所２～３粒まき、
発芽ぞろいしたら間引いて２本立てに

べたがけ資材で鳥害を防ぐ

子葉が開いてきたら取り除く

20cmくらいの長形プランター
なら２株ずつ寄せて
６株作れる

初生葉

初生葉が開いてきたら間引いて１本立てにする

プランター栽培にも向く

子葉

子葉

畑の表面に薄くまき、20cmくら
いの深さによく耕しておく

セルトレー（128穴）に1粒ずつ
指先で押し込み、種をまく

早い栽培では地温を高め、乾燥を防ぐ
効果が大きい

植えつけてから15
～20日たったころ
と、その10日後に
２回めを

草丈が17～18cmに伸びたころ、葉色が薄
く伸びが遅ければ、少量の化成肥料を施し、
土寄せする
マルチの場合はフィルムをめくって施す

＜1株当たり＞
化成肥料
小さじ1/2杯

本葉が開いたころ、
子葉が少し隠れる
くらいに。半月後に
2回めを

黒色ポリフィルム

育苗の場合 じかまきの場合

早生種 中・晩生種
畑が肥沃で茎葉の伸び
が旺盛になりやすいと
ころでは摘芯する

本葉６枚のころ摘芯し、
わき芽の伸びを促す

マメヒメサヤムシガ
葉を巻く

元から刈り取り、さやを
外すのは使う直前に

若すぎる

よくできたものは伸びたわき芽にもよくさや
がつき、空ざやが少なく実が入っている

実の膨らみがめだ
ち、さやを押さえる
と子実が飛び出す
ころが適期

カメムシ
実り始めたさやを
落としてしまう

斑点細菌病
葉に水浸状の病斑

いずれも薬剤
散布して防ぐ

発芽がそろうまで、ポリフィルムで覆って保温、
保湿をはかる（発芽の最適温度は25～30℃）

低温下では発芽や初期生育が不良になりや
すいので、ビニールトンネルで覆って保温す
る。育苗ハウスなら申し分ない

セルの中に根が十分張り、
引き抜けるようになったら
定植する

２回がけでたっぷり
灌水してから苗を
抜き取る

1cmほど覆土し、手のひら
で軽く押さえておく石灰

育苗の場合 じかまきの場合

フィルムマルチの利用

かんすい

89

使用済農業用生産資材の回収について
★回収場所★
　①越前市（武生・神山第一・神山・吉野・大虫・坂口・白山地区）の方

　　　→　㈱コープ武生農機センター奥駐車場 

　②越前市（国高・北新庄・北日野・味真野地区）の方

　　　→　JA越前たけふ基幹東部支店　西側駐車場

　③南条・今庄・河野・王子保地区の方 

　　　→　南条カントリーエレベーター前

★回収日時★
　平成25年6月16日(日)

　午前8時30分～午前11時（時間厳守）

★料金★
　プラスチック系　45円／kg（税込）

　金属、ガラス系　33円／kg（税込）

◆当日は、記名、押印済の委任状を必ず持参してください。（委任状は、各支店にあります。）
◆回収時間を過ぎてからの受取は行っておりませんので、回収時間内（午前 8時 30分～午前 11時）
　の搬入をお願い致します。

【適切な梱包の一例】

【不適切な梱包の一例】このような梱包で搬入された場合、受取をお断りすることがあります。

丸めていない畔シート 泥がついたままのマルチ 梱包が雑なハウスビニール 洗浄されていない農薬の空容器

次の場合は、受取を致しませんのでご注意下さい。

■詳しいお問い合わせは、お近くのＪＡ各支店まで

注意
◆梱包の仕方が適切でない場合（上記参照）
◆指定日以外に搬入された場合
◆生活ゴミや、農業資材以外の廃棄物が含まれている場合
◆ＪＡ越前たけふ以外で購入されたものを搬入した場合

※期限切れ農薬については、当日受取ができません。 
　農薬処分は有償となりますので、後日配送センターへお問い合わせください。

基幹中央支店
西 部 支 店
基幹東部支店

２１－２６０７
２８－７７７７
２５－７７７７

北 日 野 支 店
味 真 野 支 店
基幹南条支店

２２－３３５５
２７－１２００
４７－７７７７

王 子 保 支 店
今 庄 支 店
配送センター

２２－０９００
４５－７７７７
２１－２５１３



休日当番医 平成25年５月20日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき

6月

相 木 病 院

中 村 病 院

池 端 病 院

林 病 院

今 立 中 央 病 院

・

・

・

・

・

佐 々 木 医 院

加 藤 医 院

ひ ら い 医 院

萩 原 医 院

平 井 皮 ふ 科 医 院

2日

9日

16日

23日

30日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,525人（正5,379人・准5,146人）
組合員戸数 9,917戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

97,395

35,373

551,337

2,828

626

1011

平成25年4月23日
開会…13時00分
閉会…15時25分
出席理事…21名
出席監事…5名

第41回

そ
の
他

①
三
月
・
四
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
②
役
員
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

・
信
用
担
当
理
事
に
近
藤
常
務
が
就
任

す
る
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

④
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
一
部
改
訂
に

つ
い
て

・
金
融
取
引（
出
金
）時
の
本
人
確
認
に

つ
い
て
、
出
金
取
引
額
を
十
万
円
以

上
か
ら
五
十
万
円
超
へ
改
訂
い
た
し

ま
し
た
。

⑥
福
井
県
公
募
公
債
の
購
入
に
つ
い
て

・
満
期
保
有
目
的（
期
間
十
年
）で
福
井

県
公
募
公
債
を
購
入
い
た
し
ま
す
。

⑦
全
般
統
制
評
価
に
つ
い
て

⑧
内
部
監
査
の
品
質
評
価（
外
部
評
価
）

結
果
に
つ
い
て

⑨
大
麦
の
生
育
状
況
と
防
除
に
つ
い
て

・
管
内
の
大
麦
圃
場
の
生
育
調
査
結
果

並
び
に
赤
か
び
病
防
除
の
適
期
予
測

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
三
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
並
び
に

仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

②
平
成
二
十
四
年
十
二
月
末
決
算
定
期

監
事
監
査
報
告
に
対
す
る
回
答
書

（
案
）に
つ
い
て

③
三
者
要
請
検
査
検
査
書
に
対
す
る
回

答
書（
案
）に
つ
い
て

④
全
国
監
査
機
構
決
算
監
査
報
告
に
対

す
る
回
答
書（
案
）に
つ
い
て

⑤
平
成
二
十
四
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
四
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
が
出
来
上
が
り
、
各
事
業
所

報
告
事
項

附
議
事
項

へ
配
布
、
常
備
い
た
し
ま
す
。

⑥
有
価
証
券
等
の
保
有
目
的
区
分
規
程

の
変
更
に
つ
い
て

⑦
金
融
円
滑
化
に
か
か
る
基
本
的
方
針

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑧
理
事
と
組
合
と
の
契
約
に
つ
い
て

・
三
名
の
理
事
と
農
産
物
検
査
員
契
約

を
締
結
す
る
旨
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

・
当
Ｊ
Ａ
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
検
査

請
求
場
所
の
受
付
場
所
の
記
述
を
変

更
す
る
旨
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑩
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
食
味
検
査
に
基
づ
い
た
区
分
集
荷
・

販
売
体
制
の
整
備
事
業
と
し
て
中
央

Ｃ
Ｅ
及
び
南
条
Ｃ
Ｅ
の
改
修
工
事（
県

及
び
市
・
町
の
補
助
事
業
）に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
電
算
セ

ン
タ
ー
と
の
通
信
回
線
増
強
に
伴
う

パ
ソ
コ
ン
の
新
規
取
得
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

①
地
区
別
説
明
会
質
問
事
項
に
つ
い
て

②
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
三
月
二
十
五
日
付
で
人
事
異
動
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

③
五
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

④
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
防
止
や
夏
季
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し
て
、
五
月

十
三
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま

す
。



休日当番医 平成25年５月20日現在
※都合により変更が生じる場合があります。
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6月

相 木 病 院

中 村 病 院

池 端 病 院

林 病 院

今 立 中 央 病 院

・

・

・

・

・

佐 々 木 医 院

加 藤 医 院

ひ ら い 医 院

萩 原 医 院

平 井 皮 ふ 科 医 院

2日

9日

16日

23日

30日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,525人（正5,379人・准5,146人）
組合員戸数 9,917戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

97,395

35,373

551,337

2,828

626

1011

平成25年4月23日
開会…13時00分
閉会…15時25分
出席理事…21名
出席監事…5名

第41回

そ
の
他

①
三
月
・
四
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
②
役
員
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

・
信
用
担
当
理
事
に
近
藤
常
務
が
就
任

す
る
旨
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

④
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑤
不
祥
事
再
発
防
止
策
の
一
部
改
訂
に

つ
い
て

・
金
融
取
引（
出
金
）時
の
本
人
確
認
に

つ
い
て
、
出
金
取
引
額
を
十
万
円
以

上
か
ら
五
十
万
円
超
へ
改
訂
い
た
し

ま
し
た
。

⑥
福
井
県
公
募
公
債
の
購
入
に
つ
い
て

・
満
期
保
有
目
的（
期
間
十
年
）で
福
井

県
公
募
公
債
を
購
入
い
た
し
ま
す
。

⑦
全
般
統
制
評
価
に
つ
い
て

⑧
内
部
監
査
の
品
質
評
価（
外
部
評
価
）

結
果
に
つ
い
て

⑨
大
麦
の
生
育
状
況
と
防
除
に
つ
い
て

・
管
内
の
大
麦
圃
場
の
生
育
調
査
結
果

並
び
に
赤
か
び
病
防
除
の
適
期
予
測

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

①
三
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
並
び
に

仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

②
平
成
二
十
四
年
十
二
月
末
決
算
定
期

監
事
監
査
報
告
に
対
す
る
回
答
書

（
案
）に
つ
い
て

③
三
者
要
請
検
査
検
査
書
に
対
す
る
回

答
書（
案
）に
つ
い
て

④
全
国
監
査
機
構
決
算
監
査
報
告
に
対

す
る
回
答
書（
案
）に
つ
い
て

⑤
平
成
二
十
四
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
四
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
が
出
来
上
が
り
、
各
事
業
所

報
告
事
項

附
議
事
項

へ
配
布
、
常
備
い
た
し
ま
す
。

⑥
有
価
証
券
等
の
保
有
目
的
区
分
規
程

の
変
更
に
つ
い
て

⑦
金
融
円
滑
化
に
か
か
る
基
本
的
方
針

等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑧
理
事
と
組
合
と
の
契
約
に
つ
い
て

・
三
名
の
理
事
と
農
産
物
検
査
員
契
約

を
締
結
す
る
旨
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑨
農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て

・
当
Ｊ
Ａ
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
検
査

請
求
場
所
の
受
付
場
所
の
記
述
を
変

更
す
る
旨
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑩
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

・
食
味
検
査
に
基
づ
い
た
区
分
集
荷
・

販
売
体
制
の
整
備
事
業
と
し
て
中
央

Ｃ
Ｅ
及
び
南
条
Ｃ
Ｅ
の
改
修
工
事（
県

及
び
市
・
町
の
補
助
事
業
）に
つ
い
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
電
算
セ

ン
タ
ー
と
の
通
信
回
線
増
強
に
伴
う

パ
ソ
コ
ン
の
新
規
取
得
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

①
地
区
別
説
明
会
質
問
事
項
に
つ
い
て

②
人
事
異
動
に
つ
い
て

・
三
月
二
十
五
日
付
で
人
事
異
動
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

③
五
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

④
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
防
止
や
夏
季
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し
て
、
五
月

十
三
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
い
た
し
ま

す
。
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ＪＡ年金日帰り旅行
～八重が生きた幕末と明治の福井を訪ねて～

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
年
に
二
回
、
当
Ｊ
Ａ
で
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
日
帰
り
旅

行
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
四
月
十
六
日
・
十
七

日
・
十
八
日
に
、
百
五
十
二
名
が
三
班
に
分
か

れ
て
、
現
在
放
送
さ
れ
て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
「
八

重
の
桜
」
の
主
人
公
新
島
八
重
が
生
き
た
幕
末
・

明
治
時
代
に
活
躍
し
た
福
井
の
偉
人
ゆ
か
り
の
地

を
巡
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
八
重
と
福
井
の
偉

人
達
と
の
間
に
意
外
な
繋
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
、
改
め
て
歴
史
の
面
白
さ
を
実
感
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
普
段
は
な

か
な
か
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
場
所
に
来
れ
て
、
新

た
な
発
見
が
で
き
た
と
好
評
で
し
た
。

橋本左内
公園

室吉
旅館

坂本龍馬の歌碑

由利公正
宅跡

鯖江藩主間部家の菩提寺

である萬慶寺の住職より、

老中として幕末の難局にあ

たった第七代藩主詮勝の墓

碑に刻まれた文章の説明を

受け、その生涯や教えを学

びました。

室吉旅館は、明

治時代中期に建て

られた三階建ての

旅館で、今回は特

別にこけら落とし

前の御行座を見学

しました。

橘曙覧の住居「黄金舎」跡地から横坂・百坂を通っ

て、曙覧の妻なをが毎日水汲みに訪れた斎殿清水跡

まで歩き、当時の『なを』の苦労を実体験しました。

橋本左内の菩提寺である妙経寺の住職より、橋

本左内の生涯やその功績について話を聞いた後、

公園内にある橋本家の墓参りをしました。

由利公正宅跡には、坂本龍馬が福井に横井小楠を

訪ねた際、由利公正宅を訪れ、三人で酒を酌み交わ

した時に龍馬が詠んだという歌の碑が立っています。

斎殿
清水跡

ゆやの
むろきち

しょうずあと

こがねや

みゆきざ

まなべ

あきかつ

由利公正
横井小楠

萬慶寺
ば ん け い じ

平成25年度 JA年金受給感謝大会

と　き：平成２５年６月８日（土）
１回目　午前 ９：３０～

２回目　午後 １：３０～

ところ：越前市文化センタ－

　　　　大ホール
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A B C D E

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜 

E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ポ
ー
ク
は
豚
肉
、
ビ
ー
フ
は
？

眼
鏡
も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
も
付
け
て
い
ま
せ
ん

魚
を
す
く
う
網

カ
エ
ル
が
ポ
チ
ャ
リ
と
飛
び
込
み
ま
す

ほ
ん
の
わ
ず
か
の
間

紙
○
○　

猿
○
○　

○
○
小
屋

塩
ゆ
で
に
す
る
と
お
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り

病
気
や
け
が
が
治
る
こ
と

○
○
乙
つ
け
難
い
良
い
出
来
だ

実
か
ら
た
わ
し
が
作
れ
る
ウ
リ
科
の
植
物

ズ
ボ
ン
を
買
う
と
き
に
、
合
わ
せ
る
サ
イ
ズ
の
一
つ

■■■■■■■■■■■257812 1115 14 91617

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

アハハ、ウフフ、オッホッホ
オリンピックで 2 位のメダルの色
和歌を披露する集まり
ことこと炊いて作ります
福井県の東尋坊や和歌山県の三段壁が有名
この鳥が軒先に巣を作ると縁起がいいとか
ゼラチンや卵白で作ったふわふわした洋菓子
英語ではゼブラ　白黒模様の動物です
くねくねと曲がりながら進むこと
6 月の第 3 日曜日は○○の日
もののふちの部分

★締切日
　6月11日（火）消印有効

★抽選で10名様に
　「豚ロースカツ・ヒレカツ詰合せ」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　

電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】知的好奇心を刺激され、い
ろいろなことにトライしてみたくなる気
配。話題のジャンルほど、ラッキーな結
果に
【健康運】軽く手足を動かせば、快適
に過ごせそう
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲン

【全体運】まずは頼まれ事を片付け、そ
の後、自分がやりたいことに打ち込み
たい月。その方が集中できて、充実感
も大
【健康運】喉荒れに用心を。うがいの
励行が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

【全体運】前向きな気持ちになり、パワ
フルに動き回れるはず。過去に駄目だ
ったことにリベンジできるので、意欲的
に
【健康運】適度に気分転換すれば体
調キープが可能
【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ

【全体運】誰にでも優しく親切に振る
舞えば、人気はうなぎ上り。思いやり精
神を発揮すると、さらに対人運に恵ま
れそう
【健康運】不規則な生活を改善する
と、好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】パプリカ

【全体運】人脈のネットワークを広げる
チャンス。飲み会や旅行に誘われたら、
気軽に参加して。習い事を始めるのも
◎
【健康運】正しい姿勢を心掛けること
で、体調好転
【幸運を呼ぶ食べ物】梅

【全体運】思うようにならないことが多く
なる時期。すぐにイライラせず、笑顔で
乗り切って。気晴らしには園芸がベスト
【健康運】運動するなら十分な準備体
操を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ

【全体運】守りより攻めの姿勢で行動
すると新たな可能性が見えてくるかも。
保留になっていたことにも好変化が
【健康運】シェイプアップがすんなりは
かどる期間
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ

【全体運】物事を邪推しやすいみたい。
親切にされたのに「何か裏がある」など
と考えるのはＮＧ。素直にお礼を言うこ
と
【健康運】運動不足になりやすい月。ま
めに動いて
【幸運を呼ぶ食べ物】スズキ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】状況判断を間違えやすい傾
向に。大切な決定は急がず、先送りす
るのが正解。集中力アップには音楽鑑
賞が有効
【健康運】ゆっくり入浴するなどして、疲
労回復を
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

【全体運】不安や心配事が気になりが
ち。意識的に楽しいことを考えるように
すると運気回復効果が。プラス思考に
ツキ
【健康運】オーバーワークは×。マイペ
ースが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

【全体運】にぎやかなことに縁がある期
間。遊びや催し物への参加は積極的
に。情報収集が完璧なら新しいチャレ
ンジも吉
【健康運】トラブルの心配はゼロ。大い
に楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】アユ

【全体運】感情的になりやすく、つまら
ないことで身近な人ともめる暗示。悪
いと思ったら、きちんと謝れば修復は簡
単
【健康運】ちょっとしたけがに注意。慎
重な行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

４月号の解答

応募総数156通　正解数156通

先月号の答えは
「タケノコガリ」
　　　　 でした。

小林　由明（広瀬）
西部　清美（上小松）
宮下　美加（本保）
黒田　幸子（堀）
成實　光子（横市）

松原　征夫（荒谷）
玉村　信子（上真柄）
服部　一夫（今宿）
谷﨑みき子（牧谷）
三田村郡冶（今庄）
　　　　　　（敬称略）

４月号の当選者

佐野弘美（矢放） 山田睦子（味真野）

1
2
3
4
6
9
10
11
13
14
16

今月の表紙モデルさんです。
池ノ上

　谷　波　佑　哉 く  ん（8歳）

　　　　　蒼　太 く  ん（2歳）

ゆう や

そう た

★両親から子どもたちへ

元気に育ってくれてありがとう！

これからも兄弟仲良く、優しく、

 強い子になってね。

お子さん・お孫さんの写真で「かがやき」 の表紙を
飾ってみませんか？ 管内在住の組合員の方なら、どなたでもＯＫ。

季節風景や地区行事等を背景に撮影します。

お申込・お問い合わせは、企画管理課までお願いいたします。
Eメール：kikaku@etakefu.ja-fukui.or.jp　TEL：２１－２６００

表紙モデルを大募集!!
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A B C D E

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜 

E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

ポ
ー
ク
は
豚
肉
、
ビ
ー
フ
は
？

眼
鏡
も
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
も
付
け
て
い
ま
せ
ん

魚
を
す
く
う
網

カ
エ
ル
が
ポ
チ
ャ
リ
と
飛
び
込
み
ま
す

ほ
ん
の
わ
ず
か
の
間

紙
○
○　

猿
○
○　

○
○
小
屋

塩
ゆ
で
に
す
る
と
お
つ
ま
み
に
ぴ
っ
た
り

病
気
や
け
が
が
治
る
こ
と

○
○
乙
つ
け
難
い
良
い
出
来
だ

実
か
ら
た
わ
し
が
作
れ
る
ウ
リ
科
の
植
物

ズ
ボ
ン
を
買
う
と
き
に
、
合
わ
せ
る
サ
イ
ズ
の
一
つ

■■■■■■■■■■■257812 1115 14 91617

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

アハハ、ウフフ、オッホッホ
オリンピックで 2 位のメダルの色
和歌を披露する集まり
ことこと炊いて作ります
福井県の東尋坊や和歌山県の三段壁が有名
この鳥が軒先に巣を作ると縁起がいいとか
ゼラチンや卵白で作ったふわふわした洋菓子
英語ではゼブラ　白黒模様の動物です
くねくねと曲がりながら進むこと
6 月の第 3 日曜日は○○の日
もののふちの部分

★締切日
　6月11日（火）消印有効

★抽選で10名様に
　「豚ロースカツ・ヒレカツ詰合せ」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　

電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】知的好奇心を刺激され、い
ろいろなことにトライしてみたくなる気
配。話題のジャンルほど、ラッキーな結
果に
【健康運】軽く手足を動かせば、快適
に過ごせそう
【幸運を呼ぶ食べ物】インゲン

【全体運】まずは頼まれ事を片付け、そ
の後、自分がやりたいことに打ち込み
たい月。その方が集中できて、充実感
も大
【健康運】喉荒れに用心を。うがいの
励行が必須
【幸運を呼ぶ食べ物】ゼンマイ

【全体運】前向きな気持ちになり、パワ
フルに動き回れるはず。過去に駄目だ
ったことにリベンジできるので、意欲的
に
【健康運】適度に気分転換すれば体
調キープが可能
【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ

【全体運】誰にでも優しく親切に振る
舞えば、人気はうなぎ上り。思いやり精
神を発揮すると、さらに対人運に恵ま
れそう
【健康運】不規則な生活を改善する
と、好影響あり
【幸運を呼ぶ食べ物】パプリカ

【全体運】人脈のネットワークを広げる
チャンス。飲み会や旅行に誘われたら、
気軽に参加して。習い事を始めるのも
◎
【健康運】正しい姿勢を心掛けること
で、体調好転
【幸運を呼ぶ食べ物】梅

【全体運】思うようにならないことが多く
なる時期。すぐにイライラせず、笑顔で
乗り切って。気晴らしには園芸がベスト
【健康運】運動するなら十分な準備体
操を忘れずに
【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ

【全体運】守りより攻めの姿勢で行動
すると新たな可能性が見えてくるかも。
保留になっていたことにも好変化が
【健康運】シェイプアップがすんなりは
かどる期間
【幸運を呼ぶ食べ物】シシトウ

【全体運】物事を邪推しやすいみたい。
親切にされたのに「何か裏がある」など
と考えるのはＮＧ。素直にお礼を言うこ
と
【健康運】運動不足になりやすい月。ま
めに動いて
【幸運を呼ぶ食べ物】スズキ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】状況判断を間違えやすい傾
向に。大切な決定は急がず、先送りす
るのが正解。集中力アップには音楽鑑
賞が有効
【健康運】ゆっくり入浴するなどして、疲
労回復を
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

【全体運】不安や心配事が気になりが
ち。意識的に楽しいことを考えるように
すると運気回復効果が。プラス思考に
ツキ
【健康運】オーバーワークは×。マイペ
ースが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

【全体運】にぎやかなことに縁がある期
間。遊びや催し物への参加は積極的
に。情報収集が完璧なら新しいチャレ
ンジも吉
【健康運】トラブルの心配はゼロ。大い
に楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】アユ

【全体運】感情的になりやすく、つまら
ないことで身近な人ともめる暗示。悪
いと思ったら、きちんと謝れば修復は簡
単
【健康運】ちょっとしたけがに注意。慎
重な行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

４月号の解答

応募総数156通　正解数156通

先月号の答えは
「タケノコガリ」
　　　　 でした。

小林　由明（広瀬）
西部　清美（上小松）
宮下　美加（本保）
黒田　幸子（堀）
成實　光子（横市）

松原　征夫（荒谷）
玉村　信子（上真柄）
服部　一夫（今宿）
谷﨑みき子（牧谷）
三田村郡冶（今庄）
　　　　　　（敬称略）

４月号の当選者

佐野弘美（矢放） 山田睦子（味真野）

1
2
3
4
6
9
10
11
13
14
16

今月の表紙モデルさんです。
池ノ上

　谷　波　佑　哉 く  ん（8歳）

　　　　　蒼　太 く  ん（2歳）

ゆう や

そう た

★両親から子どもたちへ

元気に育ってくれてありがとう！

これからも兄弟仲良く、優しく、

 強い子になってね。

お子さん・お孫さんの写真で「かがやき」 の表紙を
飾ってみませんか？ 管内在住の組合員の方なら、どなたでもＯＫ。

季節風景や地区行事等を背景に撮影します。

お申込・お問い合わせは、企画管理課までお願いいたします。
Eメール：kikaku@etakefu.ja-fukui.or.jp　TEL：２１－２６００

表紙モデルを大募集!!
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東
大
道
　

中
村
　

良
子

帆
　

山
　

小
林
ち
ゑ
子

脇
　

本
　

今
村
　

和
夫

下
太
田
　

野
村
香
代
子

国
　

高
　

斎
藤
　

幸
子

灰
化
粧
さ
れ
し 

薇 

干
さ
れ
た
る

竹
落
葉
音
な
き
音
を
重
ね
け
り

新
緑
や
肩
肘
張
ら
ぬ
比
那
ヶ
岳

園
児
帽
か
た
ま
り
来
る
花
の
昼

引
っ
越
し
の
車
見
送
る
花
の
雨

帆
　

山
　

白
崎
　

泰
雄

富
士
見
が
丘
　

山
内
ミ
チ
子

中
新
庄
　

古
川
　

時
江

大
　

虫
　

土
谷
ミ
サ
ヲ

　

北
　
　

金
森
　

信
子

東
大
道
　

加
藤
　

聖
佳

村
　

国
　

湊
　
　

明
子

　

菅
　
　

柳
下
　

君
枝

五
分
市
　

中
村
　

信
二

野
　

上
　

尾
崎
　

絹
子

　

北
　
　

宗
近
　

惣
助

高
　

木
　

塚
崎
　

嘉
治

中
新
庄
　

田
地
　

靖
子

上
太
田
　

小
川
　

竹
泉

下
平
吹
　

山
口
三
四
郎

戸
　

谷
　

池
田
や
す
子

赤
　

坂
　

山
田
　

京
子

矢
　

放
　

岩
野
千
鶴
子

西
　

尾
　

中
西
百
合
子

東
　

谷
　

山
本
　

千
代

戸
　

谷
　

林
　
　

義
昭

安
養
寺
　

吉
田
　
　

弘

選
　

者
　

小
山
　

柴
門

蔦
若
葉
過
ぎ
た
る
気
骨
隠
し
を
り

菜
の
花
を
五
本
も
剪
れ
ば
手
に
余
り

み
ほ
と
け
の
心
音
聴
こ
ゆ
仏
生
会

け
も
の
み
ち
借
り
て
山
菜
春
の
山

単
調
に
音
畳
み
ゆ
く
耕
運
機

き
ら
き
ら
と
川
あ
る
暮
し
蕗
の
薹

母
と
子
の
会
話
も
ど
か
し
花
の
影

花
の
山
ふ
ん
わ
り
被
く
跨
道
橋

擂
粉
木
も
新
芽
も
山
椒
相
性
よ
く

遠
き
日
や
恋
の
や
り
と
り
花
の
宮
　

声
大
き
誓
ひ
の
言
葉
新
入
生

古
き
巣
を
繕
ふ
つ
が
ひ
の
初
燕

一
夜
城
秘
話
を
つ
づ
り
し
花
の
冷

包
丁
を
ザ
ッ
ク
と
入
れ
し
春
キ
ャ
ベ
ツ

古
寺
を
訪
ふ
女
淑
や
か
な
春
日
傘

暴
風
の
一
夜
惨
た
る
桜
か
な

好
奇
の
眼
集
め
羊
毛
刈
り
込
ま
れ

身
の
内
の
血
潮
洗
わ
る
風
五
月

句
に
悩
み
思
い
め
ぐ
ら
す
春
の
風

そ
よ
風
に
踊
り
子
草
の
踊
り
出
す

畑
境
可
憐
に
守
る
水
仙
花

し
ず
し
ず
と
稚
児
行
列
や
桃
の
花

恐
竜
の
孵
化
の
始
ま
る
青
嵐

ひ
と

か
ず

ぜ
ん
ま
い

き
た

妙
法
寺
　
　

高
　

橋
　

多
智
子

評
）
か
つ
て
牛
や
馬
は
農
耕
の
大
き
な
力
で
あ
っ
た
。
祖
先
た
ち
は
牛
馬
を
大
切
に

し
、
そ
の
力
に
畏
敬
の
念
さ
え
持
っ
た
。
そ
の
牛
馬
を
埋
葬
し
た
所
を
示
す
杉
群
に

は
祖
先
た
ち
の
感
謝
の
思
い
が
見
え
る
。

　
　

安
養
寺
　
　

吉
田
　
　

弘

土
　

山
　
　

内
上
　

照
子

西
大
道
　
　

安
川
　

信
子

菖
蒲
谷
　
　

南
出
　

保
範

　

糠
　
　
　

高
山
　

信
子

松
　

森
　
　

土
井
内
茂
子

上
　

野
　
　

笛
吹
　

定
子

西
大
道
　
　

加
藤
　

文
代

鯖
　

波
　
　

的
矢
　

晃
子

　

糠
　
　
　

大
下
眞
里
子

糠
　
　
　

大
下
　
　

彰

選
　

者
　
　

市
　

村
　

善
　

郎

介
護
士
の
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
見
て
母
の
歩
み
も
ひ
と
り
速
ま
る

こ
の
峡
に
わ
が
半
世
紀
恙
無
く
け
ふ
は
金
婚
の
祝
ひ
餅
配
る

土
の
香
の
染
み
し
野
良
衣
の
干
さ
れ
ゐ
て
隣
家
も
田
植
終
り
た
る
ら
し

友
が
来
て
今
山
吹
の
綺
麗
だ
と
我
に
聞
か
せ
て
勇
気
促
す

寒
く
と
も
仏
前
に
座
せ
ば
背
筋
伸
び
寒
さ
忘
れ
て
お
勤
め
上
ぐ
る

こ
の
齢
で
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
お
こ
が
ま
し
い
が
親
に
感
謝
の
祝
杯
上
げ
る

電
話
口
詩
吟
で
鍛
え
し
姉
の
声
達
者
か
ね
と
気
づ
か
い
く
れ
ぬ

菊
の
芽
は
背
く
ら
べ
す
る
か
寄
り
添
い
て
日
に
日
に
伸
び
る
春
の
庭
先

春
嵐
の
中
を
い
と
は
ず
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
若
き
ら
は
ぬ
れ
資
源
回
収
す

五
月
晴
れ
う
ぐ
い
す
の
声
聞
き
な
が
ら
野
菜
の
苗
を
七
十
本
植
え
る

雅
子
妃
の
オ
ラ
ン
ダ
国
王
即
位
式
久
し
振
り
に
華
や
か
に
見
ゆ

九
十
九
の
初
登
園
ぞ
デ
イ
ケ
ア
へ
や
や
緊
張
し
母
は
行
き
た
り

農
耕
に
果
て
た
る
牛
馬
を
埋
め
し
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

村
の
は
ず
れ
の
杉
群
侘
し

ナスと厚揚げの丼

連
載
第
1
5
5
回

●1食当たり約352kcal

■作り方■材料（2人分）
①ナスを輪切りにし、フライパンに油を引き弱火～中火でじっくり
と両面を焼く。
②厚揚げは食べやすい大きさに、シイタケ、長ネギ、ショウガはみじ
ん切りにしておく。
③ナスが軟らかくなるまで焼けたら、いったんフライパンから取り
出し、そこへシイタケ、長ネギ、ショウガを入れて焦がさないよう
によく炒める。
④シイタケと長ネギがしんなりしてきたら、厚揚げと水を入れて全
体を合わせる。
⑤さらに、みそ、しょうゆを加え２～３分ほど煮込んだら、火を止め
て、水で溶いたかたくり粉を入れ、とろみを出す。
⑥最後にナスをもう一度フライパンに戻して全体を混ぜ合わせる。
⑦⑥をご飯に掛けて、ワケギを添えていただく。

日
野
川
の
堤
防
か
ら
見
下
ろ
せ
る
、
こ
の
奇
妙
な
建
物

が
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
畑
の
奥

に
位
置
し
て
い
て
、
薄
っ
ぺ
ら
な
奥
行
き
し
か
な
い
。
住

ま
い
と
し
て
機
能
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
お
そ
ら
く

は
畑
仕
事
に
用
い
る
資
材
や
肥
料
の
保
管
小
屋
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
正
面
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
吉
本

新
喜
劇
な
ど
の
チ
ー
プ
な
舞
台
装
置
に
し
か
見
え
な
い
。

江
戸
時
代
後
期
の
長
屋
風
景
と
し
て
は
一
流
の
残
存
建
築

物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
じ
つ
に
面
白
い
物
件
で
あ
る
。
こ

の
建
物
の
所
有
者
が
こ
こ
に
出
入
り
し
て
い
る
瞬
間
を
ぜ

ひ
見
て
み
た
い
も
の
だ
が
、
な
か
な
か
そ
の
機
会
に
は
巡

り
会
え
そ
う
に
な
い
。
（
つ
づ
く
）

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き

乱
れ
る
季
節
。
我
が
家
の
周
り
に

は
、
す
い
せ
ん
、
芝
ざ
く
ら
、
つ
つ

じ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
が
咲
き
、

目
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

湯
尾
　

川
上
　

紀
子

５
月
12
日
は
母
の
日
で

す
ね
。
私
も
３
児
の
母
に
な

り
、
ま
す
ま
す
両
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
子
供
達
を
つ
れ
て
、
こ

れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
会
い
に

行
く
ね
。
も
ち
ろ
ん
嫁
い
だ

お
義
父
さ
ん
、
お
義
母
さ

ん
に
も
い
っ
ぱ
い
優
し
く
し

て
も
ら
い
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

上
野
　

代
継
　

裕
子

今
年
も
ま
た
、
つ
ば
め
が
我

が
家
の
玄
関
先
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。「
お
か
え
り
。
よ
う
来

た
ね
。
待
っ
て
い
た
よ
。」
と

声
を
か
け
て
や
り
ま
し
た
。

矢
船
　

川
﨑
　

節
子

コーナーおたより

選
評
　

掲
句
、
ま
ず
は
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
が
迫
っ
て
来
る
。
緑
さ
す
山
山

は
、
つ
や
や
か
な
若
葉
に
満
ち
み
ち
て

い
る
。
そ
の
山
の
佇
ま
い
は
、
四
季
を

通
じ
て
様
々
な
形
容
が
有
り
、
就
中
、

緑
さ
す
山
は
歓
喜
そ
の
も
の
で
あ
り
、

数
多
の
喬
木
、
灌
木
、
そ
れ
ら
を
栖
と

す
る
鳥
獣
た
ち
ま
で
、
心
を
澄
ま
せ

ば
、
歓
喜
の
大
合
唱
と
し
て
フ
ェ
ー
ド

イ
ン
し
て
来
る
。
作
者
は
、
そ
れ
を
感

覚
的
に
切
り
取
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
第
九
の
「
歓
喜
に
寄
す
」
の
大
合

唱
そ
の
も
の
。
お
手
柄
。

矢
放
　

西
嶋
　

良
枝

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
９
１
５―

０
８
１
１

越
前
市
本
多
二
丁
目
１
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Ａ
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企
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管
理
課

　
　

締
切
：
６
月
５
日
必
着
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ショウガ…………

ごま油…………

1/2個

2本

3枚

10cm

1/2個

大さじ3
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しょうゆ………

かたくり粉……

ワケギ……………
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200ml
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東
大
道
　

中
村
　

良
子

帆
　

山
　

小
林
ち
ゑ
子

脇
　

本
　

今
村
　

和
夫

下
太
田
　

野
村
香
代
子

国
　

高
　

斎
藤
　

幸
子

灰
化
粧
さ
れ
し 

薇 

干
さ
れ
た
る

竹
落
葉
音
な
き
音
を
重
ね
け
り

新
緑
や
肩
肘
張
ら
ぬ
比
那
ヶ
岳

園
児
帽
か
た
ま
り
来
る
花
の
昼

引
っ
越
し
の
車
見
送
る
花
の
雨

帆
　

山
　

白
崎
　

泰
雄

富
士
見
が
丘
　

山
内
ミ
チ
子

中
新
庄
　

古
川
　

時
江

大
　

虫
　

土
谷
ミ
サ
ヲ

　

北
　
　

金
森
　

信
子

東
大
道
　

加
藤
　

聖
佳

村
　

国
　

湊
　
　

明
子

　

菅
　
　

柳
下
　

君
枝

五
分
市
　

中
村
　

信
二

野
　

上
　

尾
崎
　

絹
子

　

北
　
　

宗
近
　

惣
助

高
　

木
　

塚
崎
　

嘉
治

中
新
庄
　

田
地
　

靖
子

上
太
田
　

小
川
　

竹
泉

下
平
吹
　

山
口
三
四
郎

戸
　

谷
　

池
田
や
す
子

赤
　

坂
　

山
田
　

京
子

矢
　

放
　

岩
野
千
鶴
子

西
　

尾
　

中
西
百
合
子

東
　

谷
　

山
本
　

千
代

戸
　

谷
　

林
　
　

義
昭

安
養
寺
　

吉
田
　
　

弘

選
　

者
　

小
山
　

柴
門

蔦
若
葉
過
ぎ
た
る
気
骨
隠
し
を
り

菜
の
花
を
五
本
も
剪
れ
ば
手
に
余
り

み
ほ
と
け
の
心
音
聴
こ
ゆ
仏
生
会

け
も
の
み
ち
借
り
て
山
菜
春
の
山

単
調
に
音
畳
み
ゆ
く
耕
運
機

き
ら
き
ら
と
川
あ
る
暮
し
蕗
の
薹

母
と
子
の
会
話
も
ど
か
し
花
の
影

花
の
山
ふ
ん
わ
り
被
く
跨
道
橋

擂
粉
木
も
新
芽
も
山
椒
相
性
よ
く

遠
き
日
や
恋
の
や
り
と
り
花
の
宮
　

声
大
き
誓
ひ
の
言
葉
新
入
生

古
き
巣
を
繕
ふ
つ
が
ひ
の
初
燕

一
夜
城
秘
話
を
つ
づ
り
し
花
の
冷

包
丁
を
ザ
ッ
ク
と
入
れ
し
春
キ
ャ
ベ
ツ

古
寺
を
訪
ふ
女
淑
や
か
な
春
日
傘

暴
風
の
一
夜
惨
た
る
桜
か
な

好
奇
の
眼
集
め
羊
毛
刈
り
込
ま
れ

身
の
内
の
血
潮
洗
わ
る
風
五
月

句
に
悩
み
思
い
め
ぐ
ら
す
春
の
風

そ
よ
風
に
踊
り
子
草
の
踊
り
出
す

畑
境
可
憐
に
守
る
水
仙
花

し
ず
し
ず
と
稚
児
行
列
や
桃
の
花

恐
竜
の
孵
化
の
始
ま
る
青
嵐

ひ
と

か
ず

ぜ
ん
ま
い

き
た

妙
法
寺
　
　

高
　

橋
　

多
智
子

評
）
か
つ
て
牛
や
馬
は
農
耕
の
大
き
な
力
で
あ
っ
た
。
祖
先
た
ち
は
牛
馬
を
大
切
に

し
、
そ
の
力
に
畏
敬
の
念
さ
え
持
っ
た
。
そ
の
牛
馬
を
埋
葬
し
た
所
を
示
す
杉
群
に

は
祖
先
た
ち
の
感
謝
の
思
い
が
見
え
る
。

　
　

安
養
寺
　
　

吉
田
　
　

弘

土
　

山
　
　

内
上
　

照
子

西
大
道
　
　

安
川
　

信
子

菖
蒲
谷
　
　

南
出
　

保
範

　

糠
　
　
　

高
山
　

信
子

松
　

森
　
　

土
井
内
茂
子

上
　

野
　
　

笛
吹
　

定
子

西
大
道
　
　

加
藤
　

文
代

鯖
　

波
　
　

的
矢
　

晃
子

　

糠
　
　
　

大
下
眞
里
子

糠
　
　
　

大
下
　
　

彰

選
　

者
　
　

市
　

村
　

善
　

郎

介
護
士
の
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
見
て
母
の
歩
み
も
ひ
と
り
速
ま
る

こ
の
峡
に
わ
が
半
世
紀
恙
無
く
け
ふ
は
金
婚
の
祝
ひ
餅
配
る

土
の
香
の
染
み
し
野
良
衣
の
干
さ
れ
ゐ
て
隣
家
も
田
植
終
り
た
る
ら
し

友
が
来
て
今
山
吹
の
綺
麗
だ
と
我
に
聞
か
せ
て
勇
気
促
す

寒
く
と
も
仏
前
に
座
せ
ば
背
筋
伸
び
寒
さ
忘
れ
て
お
勤
め
上
ぐ
る

こ
の
齢
で
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ
お
こ
が
ま
し
い
が
親
に
感
謝
の
祝
杯
上
げ
る

電
話
口
詩
吟
で
鍛
え
し
姉
の
声
達
者
か
ね
と
気
づ
か
い
く
れ
ぬ

菊
の
芽
は
背
く
ら
べ
す
る
か
寄
り
添
い
て
日
に
日
に
伸
び
る
春
の
庭
先

春
嵐
の
中
を
い
と
は
ず
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
若
き
ら
は
ぬ
れ
資
源
回
収
す

五
月
晴
れ
う
ぐ
い
す
の
声
聞
き
な
が
ら
野
菜
の
苗
を
七
十
本
植
え
る

雅
子
妃
の
オ
ラ
ン
ダ
国
王
即
位
式
久
し
振
り
に
華
や
か
に
見
ゆ

九
十
九
の
初
登
園
ぞ
デ
イ
ケ
ア
へ
や
や
緊
張
し
母
は
行
き
た
り

農
耕
に
果
て
た
る
牛
馬
を
埋
め
し
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

村
の
は
ず
れ
の
杉
群
侘
し

ナスと厚揚げの丼

連
載
第
1
5
5
回

●1食当たり約352kcal

■作り方■材料（2人分）
①ナスを輪切りにし、フライパンに油を引き弱火～中火でじっくり
と両面を焼く。
②厚揚げは食べやすい大きさに、シイタケ、長ネギ、ショウガはみじ
ん切りにしておく。
③ナスが軟らかくなるまで焼けたら、いったんフライパンから取り
出し、そこへシイタケ、長ネギ、ショウガを入れて焦がさないよう
によく炒める。
④シイタケと長ネギがしんなりしてきたら、厚揚げと水を入れて全
体を合わせる。
⑤さらに、みそ、しょうゆを加え２～３分ほど煮込んだら、火を止め
て、水で溶いたかたくり粉を入れ、とろみを出す。
⑥最後にナスをもう一度フライパンに戻して全体を混ぜ合わせる。
⑦⑥をご飯に掛けて、ワケギを添えていただく。

日
野
川
の
堤
防
か
ら
見
下
ろ
せ
る
、
こ
の
奇
妙
な
建
物

が
以
前
か
ら
気
に
な
っ
て
し
よ
う
が
な
か
っ
た
。
畑
の
奥

に
位
置
し
て
い
て
、
薄
っ
ぺ
ら
な
奥
行
き
し
か
な
い
。
住

ま
い
と
し
て
機
能
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
お
そ
ら
く

は
畑
仕
事
に
用
い
る
資
材
や
肥
料
の
保
管
小
屋
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
正
面
か
ら
見
る
と
、
ま
る
で
吉
本

新
喜
劇
な
ど
の
チ
ー
プ
な
舞
台
装
置
に
し
か
見
え
な
い
。

江
戸
時
代
後
期
の
長
屋
風
景
と
し
て
は
一
流
の
残
存
建
築

物
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
じ
つ
に
面
白
い
物
件
で
あ
る
。
こ

の
建
物
の
所
有
者
が
こ
こ
に
出
入
り
し
て
い
る
瞬
間
を
ぜ

ひ
見
て
み
た
い
も
の
だ
が
、
な
か
な
か
そ
の
機
会
に
は
巡

り
会
え
そ
う
に
な
い
。
（
つ
づ
く
）

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
き

乱
れ
る
季
節
。
我
が
家
の
周
り
に

は
、
す
い
せ
ん
、
芝
ざ
く
ら
、
つ
つ

じ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
が
咲
き
、

目
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

湯
尾
　

川
上
　

紀
子

５
月
12
日
は
母
の
日
で

す
ね
。
私
も
３
児
の
母
に
な

り
、
ま
す
ま
す
両
親
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
子
供
達
を
つ
れ
て
、
こ

れ
か
ら
も
い
っ
ぱ
い
会
い
に

行
く
ね
。
も
ち
ろ
ん
嫁
い
だ

お
義
父
さ
ん
、
お
義
母
さ

ん
に
も
い
っ
ぱ
い
優
し
く
し

て
も
ら
い
、
と
て
も
感
謝
し

て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
。

上
野
　

代
継
　

裕
子

今
年
も
ま
た
、
つ
ば
め
が
我

が
家
の
玄
関
先
に
や
っ
て
来
ま

し
た
。「
お
か
え
り
。
よ
う
来

た
ね
。
待
っ
て
い
た
よ
。」
と

声
を
か
け
て
や
り
ま
し
た
。

矢
船
　

川
﨑
　

節
子

コーナーおたより

選
評
　

掲
句
、
ま
ず
は
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
が
迫
っ
て
来
る
。
緑
さ
す
山
山

は
、
つ
や
や
か
な
若
葉
に
満
ち
み
ち
て

い
る
。
そ
の
山
の
佇
ま
い
は
、
四
季
を

通
じ
て
様
々
な
形
容
が
有
り
、
就
中
、

緑
さ
す
山
は
歓
喜
そ
の
も
の
で
あ
り
、

数
多
の
喬
木
、
灌
木
、
そ
れ
ら
を
栖
と

す
る
鳥
獣
た
ち
ま
で
、
心
を
澄
ま
せ

ば
、
歓
喜
の
大
合
唱
と
し
て
フ
ェ
ー
ド

イ
ン
し
て
来
る
。
作
者
は
、
そ
れ
を
感

覚
的
に
切
り
取
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
第
九
の
「
歓
喜
に
寄
す
」
の
大
合

唱
そ
の
も
の
。
お
手
柄
。

矢
放
　

西
嶋
　

良
枝

「
あ
け
ぼ
の
歌
壇
」「
み
の
り
俳
壇
」
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
左
記
の
宛
先
ま

で
作
品
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
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JA Calendar

健康相談会の開催
日時：6月19日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 たい焼きコーナー横
内容：熱中症予防のための家庭での過ごし方や屋外作業
　　　時の注意点等について説明します。

今月のおすすめ野菜：じゃがいも

［参加された方への特典！］
○１～12 月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.25%

2.15%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

6 月 の 金 利

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。（最大で1.45％まで）

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、6月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン とくとくプラン（新築、借替対応）

住宅資金あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

0.55%～2.55%
（変　動）

（固　定）

年

0.60%
0.90%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

2.40%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.60%年

年

年

年

1.10%

1.50%

1.65%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.9％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年1.0％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の
教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 

熱中症予防のための生活術

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

28

4

11

18

25

2

29

5
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19

26

3

26

2

9

16

23

30

27

3
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17

24

1

30
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20

27
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31
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21

28

5

1

8

15
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「農・食・遊」ふれあい祭

健康相談の日

全員外務日

カラス捕獲
（白山）

カラス捕獲
（王子保）

カラス捕獲
（坂口）

「農・食・遊」ふれあい祭
JA年金受給感謝大会

第43回理事会
コープ武生取締役会

使用済農業用生産
資材回収
年金無料相談会
（中央支店）　

年金無料相談会
（王子保支店）

年金無料相談会
（味真野支店）

全員外務日
カラス捕獲
（国高・北新庄）

カラス捕獲
（北日野）

元日

五
月
一
日
に
育
苗
施
設
の

現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
硬
化
苗
の
出
荷
に

向
け
て
、
八
カ
所
の
育
苗
ハ
ウ
ス
を

巡
回
し
、
根
張
り
や
葉
色
・
苗
丈
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
緑
化
期
に
向
け
て
、
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
材
質
な
ど
を
確
認
し
、
今
後

の
育
苗
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

育
苗
施
設
の
現
地
視
察

ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

旬
の
野
菜
を
使
っ
て

四
月
十
六
日
、
営
農
セ
ン
タ
ー
で
食

の
寺
子
屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笛
吹

景
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
菜
の
花
と

わ
か
め
の
豚
肉
巻
き
」「
も
っ
ち
り
竹
の

子
お
ろ
し
餡
か
け
」「
い
ち
ご
の
ミ
ル
ク

ゼ
リ
ー
」
な
ど
六
品
を
作
り
ま
し
た
。

柔
ら
か
く
て
崩
れ
や
す
い
も
の
を
揚
げ
る

と
き
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
の
上
に
の

せ
て
か
ら
揚
げ
る
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
聞

き
な
が
ら
、
調
理
し
て
い
ま
し
た
。ＲＥＣＩＰＥ

１．肉の枚数に合わせてわかめを等分する。

２．肉を広げて茶こしで片栗粉を薄くふり、わかめを全体に

のせ、手前に菜の花をのせてゆるめに巻く。巻き終わ

りを下にしてフライパンに並べる。（巻き終わりは豚肉

同士が合わさるようにする。）

３．２．に落とし蓋をして、ふちから水をひたひたに注ぎ、

強火にかけて煮立ったらアクを取りAを加えて７～８分

煮、Bを加えて汁気がなくなるまで煮る。

４．火を止めて５分おき、斜めに切って盛り付ける。

豚赤身薄切り肉…300ｇ
戻しわかめ…150ｇ
菜の花…６本
片栗粉…適量

　  砂糖・酒…各大３～４
　  酢…大１
　  みりん・醤油…各大３～４
お好みで唐辛子…1/2本

A

B

食の寺子屋の料理をご紹介

菜の花とわかめの豚肉巻き

■材料（６人前）

■作り方

ほほえみ
通信

ほほえみ
通信
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健康相談会の開催
日時：6月19日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 たい焼きコーナー横
内容：熱中症予防のための家庭での過ごし方や屋外作業
　　　時の注意点等について説明します。

今月のおすすめ野菜：じゃがいも

［参加された方への特典！］
○１～12 月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.25%

2.15%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

6 月 の 金 利

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。（最大で1.45％まで）

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、6月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン とくとくプラン（新築、借替対応）

住宅資金あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

0.55%～2.55%
（変　動）

（固　定）

年

0.60%
0.90%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

2.40%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.60%年

年

年

年

1.10%

1.50%

1.65%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.9％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年1.0％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の
教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 

熱中症予防のための生活術

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

28

4

11

18

25

2

29

5

12

19

26

3

26

2

9

16

23

30

27

3

10

17

24

1

30

6

13

20

27

4

31

7

14

21

28

5

1

8

15

22

29

6

「農・食・遊」ふれあい祭

健康相談の日

全員外務日

カラス捕獲
（白山）

カラス捕獲
（王子保）

カラス捕獲
（坂口）

「農・食・遊」ふれあい祭
JA年金受給感謝大会

第43回理事会
コープ武生取締役会

使用済農業用生産
資材回収
年金無料相談会
（中央支店）　

年金無料相談会
（王子保支店）

年金無料相談会
（味真野支店）

全員外務日
カラス捕獲
（国高・北新庄）

カラス捕獲
（北日野）

元日

五
月
一
日
に
育
苗
施
設
の

現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
硬
化
苗
の
出
荷
に

向
け
て
、
八
カ
所
の
育
苗
ハ
ウ
ス
を

巡
回
し
、
根
張
り
や
葉
色
・
苗
丈
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
緑
化
期
に
向
け
て
、
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
材
質
な
ど
を
確
認
し
、
今
後

の
育
苗
の
進
め
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

育
苗
施
設
の
現
地
視
察

ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

旬
の
野
菜
を
使
っ
て

四
月
十
六
日
、
営
農
セ
ン
タ
ー
で
食

の
寺
子
屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笛
吹

景
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
菜
の
花
と

わ
か
め
の
豚
肉
巻
き
」「
も
っ
ち
り
竹
の

子
お
ろ
し
餡
か
け
」「
い
ち
ご
の
ミ
ル
ク

ゼ
リ
ー
」
な
ど
六
品
を
作
り
ま
し
た
。

柔
ら
か
く
て
崩
れ
や
す
い
も
の
を
揚
げ
る

と
き
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ
シ
ー
ト
の
上
に
の

せ
て
か
ら
揚
げ
る
な
ど
ポ
イ
ン
ト
を
聞

き
な
が
ら
、
調
理
し
て
い
ま
し
た
。ＲＥＣＩＰＥ

１．肉の枚数に合わせてわかめを等分する。

２．肉を広げて茶こしで片栗粉を薄くふり、わかめを全体に

のせ、手前に菜の花をのせてゆるめに巻く。巻き終わ

りを下にしてフライパンに並べる。（巻き終わりは豚肉

同士が合わさるようにする。）

３．２．に落とし蓋をして、ふちから水をひたひたに注ぎ、

強火にかけて煮立ったらアクを取りAを加えて７～８分

煮、Bを加えて汁気がなくなるまで煮る。

４．火を止めて５分おき、斜めに切って盛り付ける。

豚赤身薄切り肉…300ｇ
戻しわかめ…150ｇ
菜の花…６本
片栗粉…適量

　  砂糖・酒…各大３～４
　  酢…大１
　  みりん・醤油…各大３～４
お好みで唐辛子…1/2本
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食の寺子屋の料理をご紹介
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平成25年 ふれあい祭
6月8日土 9日日
午前9：30～午後5：00

と　き 武生中央公園一円ところ 共催 ＪＡ越前たけふ
　　 (株)コープ武生

協賛 福井県民生協
協同組合ハニー

8 9 開催

8 9
「越前しきぶ姫」

■８日（土） 午後1：15～
■９日（日） 午後1：20～
　　　　　午後3：30～

ところ：越前市文化センター

■１回目 午前9：30～
■２回目 午後1：30～

JA年金受給感謝大会

観覧無料

■１回目
　午前10：30～
■２回目
　午後  3：30～

■午前10：00～午後1：15

■午後2：45～

キム・ヨンジャ
歌謡ショー
キム・ヨンジャ
歌謡ショー

アンパンマン
　　　キャラバン交通安全

2013
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5

コウノトリが舞う里で
育まれたお米

ビンゴ大会
クイズ大会開催!!

お楽しみ賞品が
もりだくさん!!




